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一 般 質 問 通 告 書 

佐野市議会議長 様 

受

付 

番号 １０ 

令和 ７年８月２７日 

午後５時１０分    

議会名 令和  ７年 第  ５ 回 佐野市議会定例会 

発言者 議席番号  ３番     横塚 剛 

答弁を求める者 

(選択してください) 
市長 ・ 副市長 ・ 教育長 ・ 担当部局長 

一般質問時に使用する資料の

有無（選択してください） 

あり（ 資料提示 ・ 資料配付 ・ モニター使用 ） 

なし 

大項目（質問項目） 

中項目（質問細目） 
小項目（具体的な質問内容） 

１佐野市の高齢者介護の現況

と今後について 

（１）介護保険サービスの今

後の在り方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①団塊の世代が 80代を迎える 5年後の介護保険サ

ービスの在り方についてお伺いいたします。 

 

②団塊の世代が後期高齢者となり、今後も介護需要

は増加傾向が続くと思われます。しかし、厚生年

金平均受給額が手取りで月額約１３万円、年額１

５０万円です。国民年金平均受給額が手取りで、

約月額６万円、年額７０万円です（厚生労働省

「厚生年金保険、国民年金事業の概況」より抜

粋。特別養護老人ホーム入所の場合月額利用料

(民間機関調べより抜粋)）。介護度により違いま

すが、多床室 10万円前後で、ユニット型（個

室）13万円前後となり入所したくても、非課税

世帯であれば減免され、施設入所も可能ですが、

課税世帯では自分の年金額では資金的に困難であ

り、家族への負担が増えると思われます。施設入

所が困難となれば、在宅介護しかないというのが

現状です。住み慣れた地域での生活を続けるた

め、在宅での介護サービスをどう提供していくの

か考えをお伺いいたします。 
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（２）高齢者介護施設で勤務

する職員についての処

遇改善及び、国家資格

の取得や中途採用者へ

の助成金について 

 

 

 

 

 

 

（３） 在宅療養の支援体制に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）在宅療養を行っている

家族に対してのレスパ

イトや支援内容の説明

方法について 

 

 

 

 

 

 

① 高齢者介護事業所で働く介護従事者やケアマネ

ージャー、看護師等に対して、本市独自の処遇改

善の取組を行う考えがあるのかお伺いいたしま

す。 

 

②本市では学生が国家資格を取得する際の支援とし

て、受験料の助成を行っていますが、今後、介護

職資格を有する方が新たに市内の介護事業所に就

職する場合に助成を行うなどの取組をする考えは

あるのかお伺いいたします。 

 

① 令和３年当時、コロナワクチン接種が開始された

当初、医療従事者、施設入居者、高齢者等から一

般の方へと、段階的に接種が開始されていったか

と思いますが、 自宅で介護を受けている高齢者な

ど、往診や訪問医療受診者は、どのタイミングで

の接種を想定していたのかお伺いします。  

 

②24時間対応の訪問介護・訪問看護を提供する「定

期巡回・随時対応型訪問介護看護」事業所は佐野

市内に１か所のみですが、この現状について考え

をお伺いいたします。 

 

③現在、看護小規模多機能型居宅介護事業所（気管

切開患者等受け入れ可能）は佐野市内に２か所あ

り、第９期佐野市介護保険事業計画では、今後２

か所を整備する予定となっていますが、整備の進

捗をお伺いいたします。 

 

①医療依存度が高く介護保険でのショートステイで

は対応が難しい方を対象に、家族の介護負担を軽

くするため、医療保険によるレスパイト入院とい

う仕組みがあります。市内病院のレスパイト入院

の対応状況をお伺いいたします。 

 

②今後、在宅で療養される方が増えた場合、レスパ

イト入院の必要性が高まると思います。レスパイ

ト入院に対する本市の認識をお伺いいたします。 
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２医療的ケア児、障がい児、障

がいがある方の家族に対す

る支援について 

（１）医療的ケア児、障がい    

児、障がい者の認定を 

受けた際の説明及び医

療費について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）医療的ケア児、障がい児

の家族のレスパイトケ

アと学校での取組につ

いて 

 

 

 

 

①医療的ケア児、療育手帳、障がい者手帳の認定を

受けたご家族の方から、各種支援の窓口説明につ

いて、その時のご家族の精神状態や専門用語が多

いパンフレットだけでは理解しづらいとの声を聞

きました。理解していただく為の取組について、

お伺いいたします。 

 

②障がい者医療費（重度心身障がい者医療費）、ひと

り親家庭医療費の医療費助成等の申請方法につい

て、医療費の助成を、後日市役所に申請するので

はなく、こども医療費のように申請不要（現物給

付）にならないのか、お伺いいたします。 

 

①医療的ケア児、障がい児のレスパイト入院の受け

入れ先として、本市には佐野厚生総合病院があり

ますが、現在の利用状況及び近隣の施設について

お伺いいたします。 

 

②県立足利中央特別支援学校の分校を旧葛生小学校

へ誘致することについて、県への要望状況をお伺

いいたします。 

 

③本市では、小中一貫校の整備が計画されています。

今後開校する義務教育学校や既存の小・中・義務

教育学校において、障がいのある児童生徒と障が

いの無い児童生徒が共に学ぶインクルーシブ教育

に向けての取組の現状をお伺いいたます。 

 

④保育園等において、すべての子どもが地域の保育

園や認定こども園などで共に育つことを前提とし

たインクルーシブ保育に向けての取組の現状をお

伺いいたします。 

 

 


